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概要

ATC2 (Agilent Trace Core 2) は、カスタマイズ可能なデバッ

グ キャプチャ  コアであ り、特に最新の Agilent Technologies
社のロジッ ク  アナラ イザーと連動するよ うに設計されてい

ます。 ATC2 を使用する と、 外部の Agilent Technologies 社
のロジッ ク  アナラ イザーから  FPGA デザイン内部のネッ ト

へアクセスできるよ うにな り ます。

機能

ATC2 コアのデータ  パスには、 次が含まれます。

 ユーザーの FPGA デザインに接続される、実行時に選択

可能な最大 64 個の入力信号バンク

 Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライザーのプ

ローブ コネク タに接続される最大 128 個の出力データ

ピン

 各出力データ  ピンで使用可能な 2x TDM (時分割多重)
を使用する と  (オプシ ョ ン)、 個々の信号バンク幅を 64
から  2 倍 の 128 ビッ トに変更可能

 非同期タイ ミ ングおよび同期ステート  キャプチャ  モー

ドを共にサポート

 それぞれの出力データ  ピンに対して、ピンごとにすべて

の有効な I/O 規格、駆動能力、および出力スルー レート

をサポート

 Agilent Technologies 社のプローブ接続技術をサポート

動作時に使用可能なデータ  プローブ ポイン トの最大数は、次

の式で求められます。

(64 データ ポート ) * (データ ポート ごとに 64 ビッ ト ) * 
(2x TDM) = 8,192 プローブ ポイン ト

Agilent Trace Core 2 (ATC2)
(v1.04a)
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IP に関する情報

コアの内容

サポー ト され
る デ バ イ ス
ファ ミ リ  (1)

Kintex™-7(2)、 Virtex®-7(2)、 Virtex-6(3)、
Virtex-5、 Virtex-4、 Spartan®-6(4)、 Spartan-
3/XA、 Spartan-3A/3AN/3A DSP/XA、 Spartan-
3E/XA

サポー ト され
るユーザー 
イ ン ターフ ェ
イス

なし

コアに含有されるもの 

リソース 周波数

コンフ ィ ギュ
レ ー シ ョ ン(5)

LUT フリ ップ

フロップ

DSP
スライス

ブロック  
RAM

最大

周波数

コンフ ィ ギュ
レーシ ョ ン 1

108 77 0 0 196.336 
MHz

コンフ ィ ギュ
レーシ ョ ン 2

1536 145 0 0 227.40 
MHz

コンフ ィ ギュ
レーシ ョ ン 3

267 107 0 0 195.261 
MHz

資料 製品仕様、 ユーザー ガイ ド

デザイン
ファ イル ネッ ト リ ス ト

デザイン例 Verilog/VHDL

テス トベンチ なし

制約ファ イル ザイ リ ンクス制約ファ イル

シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン モデル なし

その他 CDC (Signal Description) ファ イル

テスト済みデザイン ツール (6)

デザイン入力
ツール CORE Generatror、 System Generator、 XPS

シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

なし

合成ツール なし

サポート

ザイ リ ンクスによるサポート あ り

メモ :
1. サポート されるデバイスについては、 このコアの リ リース  ノート

を参照してください。
2. 詳細は、 『7 シ リーズ FPGA 概要』 (DS180) を参照してください。
3. 詳細については、 『Virtex-6 ファ ミ リ概要』 (DS150) の製品仕様を

参照してください。
4. 詳細については、『Spartan-6 ファ ミ リ概要』 (DS160) の製品仕様を

参照してください。
5. 詳細については、 8 ページの表 3 を参照してください。
6. サポート されるツールのバージ ョ ンは、 『ISE Design Suite 13 : リ

リース  ノート  ガイ ド』 を参照してください。

http://japan.xilinx.com/ise/embedded/ddsupport.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/j_ds180_7Series_Overview.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/j_ds150.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/j_ds160.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_2/irn.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx13_2/irn.pdf
http://japan.xilinx.com
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アプリケーシ ョ ン

ATC2 コアは、 ChipScope Pro ソフ ト ウェアおよび外部の Agilent 社のロジッ ク  アナライザーで検証またはデバッグする必要

のあるアプリ ケーシ ョ ンで使用されるよ うに設計されています。

ファンクシ ョ ンの詳細

ATC2 コアとの通信は、 図 1 のよ うに、 ICON コアを介した JTAG ポートへの接続を使用して行われます。

コアのデータ  キャプチャおよび実行時の制御

ATC2 コアを通過するデータを ト リガーおよびキャプチャするには、外部の Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライザー

が使用されます。 これによ り、 Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライザーの複雑な ト リガー、 ワード数の多い ト レース

メモ リ、 およびシステム レベルのデータ相関機能を十分に活用できます。 また、 ロジッ ク  アナライザーを使用する と、 ATC2
コアで提供される内部デザイン ノードがよ り見やすくなるほか、JTAG ポート接続を介して ATC2 コアと通信するこ とによっ

て、 動作時にアクティブ データ  ポート選択を制御するこ と もできます。

CORE Generator
CORE Generator ツールを使用する と、 カスタマイズした ATC2 コアを定義および生成して、 外部の Agilent Technologies 社
のロジッ ク  アナライザーのキャプチャ機能を HDL デザインに追加できます。 ユーザーは、 外部キャプチャに使用するピン数

とそのピンの特性や、 必要な入力データ  ポー ト 数をカス タマイズでき るほか、 使用するキャプチャ  モード  (State または

Timing) や TDM 圧縮モード  (1x または 2x) などもカスタマイズできます。

X-Ref Target - Figure 1

図 1 : ATC2 コアと  ICON コアの接続
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CORE Generator で定義したパラ メーターが有効になる と、 XST ネッ ト リ ス ト  (*.ngc) やその HDL 言語専用のその他のファ

イルが生成され、 合成ツールで CORE Generator プロジェク トが関連付けられます。 CORE Generator を使用する と、 通常の

FPGA デザイン フローで使用されるネッ ト リ ス トおよびコード例が簡単に生成できます。

CORE Generator の IP カタ ログで [Debug & Verification] → [ChipScope Pro IP] → [ATC2 (ChipScope Pro - Agilent Trace
Core 2)] を選択し、 ウ ィンド ウの右の [Customize and Generate] リ ンクをク リ ッ ク します。

ATC2 コアの [Acquisition] および [State Options] パラメーター

CORE Generator で ATC2 コアの [Acquisition] および [State Options] パラ メーターを設定します。 

コンポーネン ト名の入力

[Component Name] フ ィールドには、 英数字の任意の組み合わせとアンダースコア (_) を使用できます。 ただし、 アンダース

コアはコンポーネン ト名の最初には使用できません。

デザイン例の生成

ATC2 コアを CORE Generator で生成する と、 ネッ ト リ ス トおよびインスタンシエーシ ョ ン テンプレート  ファ イルなどの標

準的なザイ リ ンクス  CORE Generator の出力ファイルのみが生成されます。 また、 ATC2 コアを使用するデザイン例も生成す

る場合は、 [Generate Example Design] チェッ ク  ボッ クスをオンにします。 デザイン例には、 ソース  コードおよびインプ リ メ

ンテーシ ョ ン スク リプ ト  ファ イルなどを含むデザインのインプリ メンテーシ ョ ンに必要なファイルがすべて含まれます。

[Acquisition] モードの選択

ATC2 コアの [Acquisition] モードは、 非同期データ  キャプチャの場合は [Timing - Asynchronous Sampling] モードに、 CLK
入力信号に対する同期データ  キャプチャの場合は [State - Synchronous Sampling] モードに設定できます。 State モードの場

合、 ATC2 コアを通るデータ  パスでは、 CLK 入力ポート信号から クロ ッ クの供給されるパイプライン フ リ ップフロ ップが使

用されます。 Timing モードの場合、 ATC2 コアを通るデータ  パスは出力ピンまで純粋に組み合わせロジッ クのみで構成され

ます。 また、 このモードの場合は ATCK ピンも追加のデータ  ピンと して使用されます。

最大周波数の範囲

[Max Frequency Range] パラ メーターには、 ATC2 コアの動作する最大周波数の範囲を指定します。 ATC2 コアのインプリ メ

ンテーシ ョ ンは、 この最大周波数範囲の選択に合わせて最適化されます。 有効な最大周波数範囲は、 0 ～ 100MHz、 101 ～
200MHz、 201 ～ 300MHz、 および 301 ～ 500MHz です。 最大周波数範囲の選択がコアのインプ リ メンテーシ ョ ンに影響す

るのは、 [Acquisition] モードを [State - Synchronous Sampling] に設定した場合のみです。

TDM レート

ATC2 コアでは、キャプチャした ト レース データを格納するのにオンチップ メモ リ  リ ソースは使用されません。その代わりに、

データを送信し、 特別なプローブ コネク タを使用して FPGA ピンに接続された Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライ

ザーでキャプチャされるよ うにします。 このデータは、 デバイス ピンから入力 DATA ポート と同じレート  ([TDM Rate] = 1x)
か 2 倍のレート  ([TDM Rate] = 2x) で送信されます。TDM レートは、[Acquisition] モードが [State - Synchronous Sampling] の
場合は 2x にしか設定できません。

ATC2 コアのピンおよび信号パラメーター

ATC2 コアの [Acquisition] モード と ステー ト  オプシ ョ ンを設定したら、 [Next] をク リ ッ ク します。 次に表示される  CORE
Generator の画面では、 ATC2 のピンおよび信号パラ メーターを設定できます。

自動設定のイネーブル

[Enable Auto Setup] オプシ ョ ンをオンにする と、Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライザーのポッ ド接続に対して最適

な ATC2 ピンが自動的に設定されるよ うにな り ます。 また、Agilent Technologies 社のロジッ ク  アナライザーで各 ATC2 ピン

に対して最適な位相と電圧サンプリ ング オフセッ ト も自動的に設定されるよ うになり ます。 このオプシ ョ ンは、デフォルトで

オンになっています。

http://japan.xilinx.com
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常にオン モードのイネーブル

[Enable Always On Mode] オプシ ョ ンを使用する と、 ATC2 コアで常にその内部ロジッ ク と出力バッファがイネーブルになり

ます。 オンの場合、 FPGA デバイスがコンフ ィギュレーシ ョ ンされる と、 信号バンク  0 が ATD ピンから駆動されます。 この

モードになっている と、最初に ATC2 コアを手動で設定しなくても、デバイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン直後のイベン ト をキャ

プチャできます。このオプシ ョ ンはデフォルトでオフになっていて、[Acquisition] モードが [Timing - Asynchronous Sampling]
に設定されている場合にのみオンにできます。

ATD ピン カウン ト

ATC2 コアには、 4 ～ 64 個の ATD 出力ピンをインプリ メン トでき、 [ATD Pin Count] で指定できます。

ド ライバ エンドポイン ト  タイプ

[Driver Endpoint Type] では、 シングルエンド  ド ラ イバーと差動出力ド ライバーのどちらを ATCK および ATD 出力ピンに使

用するかを指定できます。 すべての ATCK および ATD ピンで同じ ド ラ イバー エンドポイン ト  タイプを使用する必要があ り

ます。

ピン編集モード

ピン編集モードを使用する と、 個別ピンまたはピンのグループごとに I/O 規格、 駆動、 スルー レート  ピンのパラ メーターを

変更できるので、 時間を節約できます。 [ATD drivers same as ATCK] をオンにする と、 ATCK ピン パラ メーターを変更でき

るよ うにな り、すべての ATD ピンを同じ設定にできます。 [ATD drivers different than ATCK] をオンにする と、各ピンのパラ

メーターを個別に編集できます。このパラ メーター設定に関係なく、各ピンはそれぞれ別々の位置に設定する必要があ り ます。

信号バンク  カウン ト

ATC2 コアには、内部の実行時に選択可能なデータ信号バンクのマルチプレクサーが含まれます。 [Signal Bank Count] は、 こ

のマルチプレクサーのインプ リ メ ン トするデータ入力ポート数または信号バンク数を指定するために使用されます。 [Signal
Bank Count] に使用できる値は、 1、 2、 4、 8、 16、 32、 64 です。

信号バンク幅

ATC2 コアの各入力信号バンクのデータ  ポートの幅は、キャプチャ  モードおよび TDM レートによって異なり ます。State モー

ドの場合、 各信号バンクのデータ  ポート幅は、 (ATD ピン カウン ト ) * (TDM レート ) になり ます。 Timing モードの場合、 各

信号バンクのデータ  ポート幅は、ATCK ピンが追加データ  ピンと して使用されるため、(ATD ピン カウン ト  + 1) * (TDM レー

ト ) になり ます。

ATC2 コアの ATCK および ATD ピンのパラメーター

ATC2 コアのピンと信号パラ メーターを設定したら、[Next] をク リ ッ ク します。次に表示される  CORE Generator の画面では、

ATCK と  ATD ピンのパラ メーターを設定できます。

出力クロ ッ ク  (ATCK) とデータ  (ATD) ピンは、 あらかじめ ATC2 コア内にインスタンシエート されています。 このため、 各

階層レベルからデザインの最上位レベルに ATCK および ATD ピンを手動で移動する必要はあ り ませんが、 CORE Generator
でこれらのピンの位置とその他の特性は指定する必要があ り ます。 これらのピン属性は、 ATC2 コアの NCF ファ イルに追加

されます。このピン パラ メーターの表で、各 ATCK および ATD ピンの位置、I/O 規格、出力駆動、スルー レート を指定します。

[Pin Name]

ATC2 コアには、 ATCK と  ATD の 2 種類の出力ピンがあ り ます。 ATCK ピンは、 キャプチャ  モードが State の場合はクロ ッ

ク  ピンと して、 Timing の場合はデータ  ピンと して使用されます。 ATD ピンは常にデータ  ピンと して使用されます。 これら

のピン名は変更できません。

[Pin Loc]

[Pin Loc] 列は、 ATCK または ATD ピンの位置を設定するために使用されます。

http://japan.xilinx.com
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[IO Standard]

[IO Standard] 列は、 ATCK または ATD ピンの I/O 規格を設定するために使用されます。 選択可能な I/O 規格は、 デバイス

ファ ミ リ と ド ラ イバのエンドポイン ト  タイプによって異なり ます。 I/O 規格の名前は、 ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェア資料の 『制

約ガイ ド』 の 「IOSTANDARD」 セクシ ョ ンと同じにな り ます。

[Drive]

[Drive] 列では、ピン ド ラ イバーの最大出力駆動電流を指定でき、[IO Standard] の選択によって、2 ～ 24mA を指定できます。

[Slew Rate]

[Slew Rate] 列は、 ATCK または ATD ピンごとに、 FAST か SLOW に設定できます。

コアの生成

ATC2 コアのパラ メータを設定したら、[Generate] をク リ ッ ク して ATC2 コア ファ イルを生成します。ATC2 コアの生成中は、

進捗状況を示すインジケーターが表示されます。ATC2 コアの生成が終了するまでに、ホス ト  コンピューター システムによっ

て数分かかるこ とがあ り ます。 ATC2 コアが生成されたら、 生成されたファイルのリ ス トが [Readme (コア名)] ウ ィンド ウに

表示されます。

http://japan.xilinx.com
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コアの使用

デザインに ATC2 コアの HDL サンプル ファ イルをインスタンシエートするには、次の手順に従って ATC2 コアのポート信号

をデザイン内の信号に接続します。

• ATC2 コアの CONTROL ポート信号は、 デザイン内の ICON コア インスタンスの未使用制御ポートに接続します。

• ATC2 コアのデータおよびト リガー ポート信号の未使用ビッ トは、すべて 0 に接続します。 このよ うに接続する と、 マッ

プ時に未使用ト リ ガー /データ信号が削除されな くなるほか、 インプ リ メ ンテーシ ョ ン プロセス中の DRC エラーの発生

も回避できます。

• 最適な結果を得るには、State モードの入力データ  ポート信号は ATC2 ク ロ ッ ク信号 (CLK) と必ず同期するよ うにしてく

ださい。 これは、 Timing モードの入力データ  ポート信号の場合は重要ではあ り ません。

ポートおよびパラ メーター

ポート

表 1 は、 ATC2 インターフェイス  ポートの リ ス ト とその説明です。

表 1 : ATC2 インターフェイス ポート

ポート名 方向 説明

CLK
IN データをステート  モードで同期するのに必要なデザイン ク ロ ッ クです。 オプシ ョ ン

です (state_synchronous パラ メータによって異なる)。

CONTROL[35:0] INOUT ICON コアの制御バスで、 必須です。

DATA<n>[<m>-1:0]
IN

幅 <m> のデータ信号の入力バンク数 <n> です。必須の <n> = 0 以外はオプシ ョ ンで

す (signal_bank_count = <n>+1 パラ メータ  (<n> は 1 ～ 63 のいずれか) によって異

なる)。

http://japan.xilinx.com
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XCO パラメーター

表 2 は、 ATC2 の XCO パラ メーターを示しています。

制限

1 つのデザインには、 最大で 15 個までの ATC2 コアが使用できます。

表 2 : ATC2 の XCO パラメーター

パラメーター名 使用可能な値 デフォルト値 説明

atck_drive なし  (1) なし  (1) ATCK ピンの駆動電流

atck_io_standard なし  (1) なし  (1) ATCK ピンの I/O 規格

atck_pin_loc アルフ ァベッ ト 文字およ

び数字すべて
なし ATCK ピンのピン位置

atck_slew_rate fast、 slow fast ATCK ピンのスルー レート

atd_drivers same_as_atck、
different_than_atck same_as_atck

すべてのデータ  ピンに ATCK 設定 (same_as_atck) を
使用するか、 データ  ピンごとに個別の設定 
(different_than_atck)

atd_pin_count 4-64 8 使用するデータ  ピンの数

atd<n>_drive なし  (1) なし  (1) データ  ピン <n> の駆動電流

atd<n>_io_standard なし  (1) なし  (1) データ  ピン <n> の I/O 規格

atd<n>_pin_loc アルファベッ ト文字

および数字すべて
なし データ  ピン <n> のピン位置

atd<n>_slew_rate fast、 slow fast データ  ピン <n> のスルー レート

component_name A ～ z、 0 ～ 9、 および 
_ (アンダースコア) を含む

文字列

atc2 コンポーネン ト  インスタンスの名前

driver_endpoint_type single-ended、 differential single-ended 使用する出力ド ライバの種類。 すべてのピンに適用さ

れます。

enable_always_on_mode true、 false false FPGA コンフ ィギュレーシ ョ ン直後に測定をイネーブ

ルにします。

enable_auto_setup true、 false true データを正し くアライ メン トするためのテス ト  パ
ターンを使用する回路を含めます。

max_frequency_range 0-100_mhz、 

101-200_mhz、 

201-300_mhz、 
301-500_mhz

0-100_mhz コアの動作範囲を設定します。 これはコア生成時の機

能設定中に使用されます。

signal_bank_count 1、 2、 4、 8 

16、 32、 64
1 信号バンク数

tdm_rate 1x、 2x 1x デザイン速度の 1x または 2x 多重の TDM (時分割多

重) レート

メモ :
1. 使用可能な I/O 規格は、選択した FPGA デバイス  ファ ミ リによって異なり ます。詳細は、該当する  FPGA デバイス  ファ ミ リのデータシー

ト を参照して ください。 選択した I/O 規格によっては、 別の駆動電流が選択できるよ うにもな り ます。

http://japan.xilinx.com
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パフォーマンスおよびリソース使用率

表 3 は、 コンフ ィギュレーシ ョ ン番号と関連するデバイスを示しています。

検証

ATC2 コアは、 ザイ リ ンクス社内で開発されたバス  ファンクシ ョ ン モデルを使用し、 IP テス ト環境で検証されています。

参考資料
1. ChipScope Pro ソフ ト ウェアと コアの詳細は、 http://japan.xilinx.com/documentation から 『ChipScope Pro ソフ ト ウェア

およびコア ユーザー ガイ ド』 を参照してください。

サポート  
ザイ リ ンクスでは、製品マニュアルに記述されているよ うに、 この LogiCORE 製品のテクニカル サポート を提供しています。

マニュアルで定義されていないデバイスにインプリ メン ト した り、 製品マニュアルで記述されている範囲を超えてカスタマイ

ズした り、 「DO NOT MODIFY」 と記述されているセクシ ョ ンに変更を加えたり した場合、 タイ ミ ング、 機能、 製品サポート

は保証されません。 

注文情報

Xilinx LogiCORE IP モジュールは、ザイ リ ンクス  エンド  ユーザー ライセンス契約書に基づいてザイ リ ンクスの ISE® Design
Suite Embedded Edition から無償で提供されています。 このコアは、 ザイ リ ンクスの ISE Design Suite Embedded Edition ソ
フ ト ウェア (EDK) を使用して生成されます。

このコアおよびその他の Xilinx LogiCORE IP モジュールの詳細については、ザイ リ ンクスの IP コアのページを参照してくだ

さい。 その他のザイ リ ンクス  LogiCORE モジュールおよびソフ ト ウェアの価格や機能については、 最寄りのザイ リ ンクス販

売代理店までご連絡ください。

表 3 : コンフ ィギュレーシ ョ ンの詳細

コンフ ィギュレーシ ョ ン番号 デバイス 説明

Config1 Xc7v585t-2ffg1157 信号バンク  カウン ト  - 2、 ピン カウン ト - 8

Config2 Xc7v585t-3ffg1157 信号バンク  カウン ト  - 64、 ピン カウン ト - 64

Config3 Xc7v585t-2ffg1157 信号バンク  カウン ト  - 16、 ピン カウン ト - 32

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/documentation
http://japan.xilinx.com/ise/license/license_agreement.htm
message URL http://japan.xilinx.com/ipcenter/
http://japan.xilinx.com/company/contact.htm
http://japan.xilinx.com/company/contact.htm
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改訂履歴

次の表に、 この資料の改訂履歴を示します。

免責事項
Xilinx is providing this product documentation, hereinafter “Information,” to you “AS IS” with no warranty of any kind, express
or implied.Xilinx makes no representation that the Information, or any particular implementation thereof, is free from any claims
of infringement.You are responsible for obtaining any rights you may require for any implementation based on the
Information.All specifications are subject to change without notice.XILINX EXPRESSLY DISCLAIMS ANY WARRANTY
WHATSOEVER WITH RESPECT TO THE ADEQUACY OF THE INFORMATION OR ANY IMPLEMENTATION BASED
THEREON, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY WARRANTIES OR REPRESENTATIONS THAT THIS
IMPLEMENTATION IS FREE FROM CLAIMS OF INFRINGEMENT AND ANY IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.Except as stated herein, none of the Information may
be copied, reproduced, distributed, republished, downloaded, displayed, posted, or transmitted in any form or by any means
including, but not limited to, electronic, mechanical, photocopying, recording, or otherwise, without the prior written consent of
Xilinx.

本資料は英語版 (v2.2) を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。
資料によっては英語版の更新に対応していないものがあ り ます。
日本語版は参考用と してご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

日付 バージ ョ ン 改訂内容

2008 年 3 月 24 日 1.0 リ リース  10.1 用 (初期リ リース)

2008 年 4 月 25 日 1.1 リ リース  10.1 サービス  パッ ク  1 用にアップデート

2008 年 9 月 19 日 1.2 リ リース  10.1 サービス  パッ ク  3 用にアップデート

2009 年 4 月 7 日 2.0 リ リース  11.1

2009 年 6 月 24 日 2.1 リ リース  11.2

2011 年 6 月 22 日 2.2 13.2 リ リース用に v1.04a をアップデート

http://japan.xilinx.com
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